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途
上
国
で
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
理
想
的
な
援
助
の
あ
り

方
を
考
え
る
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」
は
、
今

年
も
多
く
の
学
生
が
海
外
に
出
向

き
、
国
際
開
発
協
力
を
体
験
し
た
。

そ
の
一
人
で
あ
る
塚
本
さ
ん
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
の
活
動
を
主
体
に
す
る
ア
ジ
ア

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
（A

s
i
a
n
P
e
o
p
l
e
'
s

E
x
c
h
a
n
g
e

）
を
選
び
、
同
団
体
初

の
ツ
ア
ー
に
参
加
。
９
日
間
に
わ
た

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
旅
で
、
同
Ｎ
Ｇ

か
ん
ぼ
く

Ｏ
が
取
り
組
む
灌
木
ジ
ェ
ト
ロ
フ
ァ

（
ナ
ン
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ギ
リ
）
を
活
用

す
る
環
境
保
全
型
地
域
開
発
の
実
態

を
視
察
し
た
。

ジ
ェ
ト
ロ
フ
ァ
は
種
子
か
ら
軽
油

代
替
燃
料
と
な
る
油
脂
が
採
取
で
き

る
木
で
、
害
虫
に
強
く
荒
地
で
も
育

つ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
同
国
の
最

貧
困
地
域
で
あ
る
東
ヌ
サ
ン

ト
ゥ
ン
ガ
ラ
州
の
フ
ロ
ー
レ

ス
島
レ
ロ
ロ
ジ
ャ
村
で
行
わ

れ
て
お
り
、
ジ
ェ
ト
ロ
フ
ァ

に
よ
る
燃
料
の
生
産
や
ガ
ス

化
発
電
へ
の
利
用
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

塚
本
さ
ん
た
ち
は
、
村
長

や
住
民
と
交
流
・
意
見
交
換

し
、
実
際
に
ジ
ェ
ト
ロ
フ
ァ

の
苗
木
を
植
樹
し
た
。
村
の

実
情
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意

義
を
探
っ
た
結
果
、
「
村
人

た
ち
は
、
外
国
人
が
協
力
し

て
い
る
こ
と
に
意
義
を
感

じ
、
非
常
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」。

加
え
て
同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
目
的
意
識

や
、
３
年
を
め
ど
に
し
た
取
り
組
み

手
順
の
良
さ
を
知
っ
た
。

「
『
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
』
の
事
前
の
授
業

で
、
活
動
に
は
必
ず
『
出
口
』
を
設

定
し
な
い
と
受
け
入
れ
側
の
人
材
育

成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」

塚
本
さ
ん
は
帰
国
後
も
一
緒
に
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ

や
学
生
３
人
と
交
流
を
続
け
て
い
る
。

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」
の
授
業
や
、
所
属

す
る
狐
崎
ゼ
ミ
で
成
果
の
発
表
を
行

っ
た
ほ
か
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
が
主
催
す
る

セ
ミ
ナ
ー
「
大
学
生
が
見
て
き
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
」
（
１０
月
２１
日
、
東
京

・
神
宮
前
の
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
オ
フ
ィ
ス
で
開
催
）
で
３
学
生
と

共
に
ツ
ア
ー
の
発
表
を
行
い
、
聴
講

者
か
ら
の
多
く
の
質
問
に
答
え
た
。

父
親
の
仕
事
の
関
係
で
、
米
国
で

暮
ら
し
た
経
験
が
あ
る
塚
本
さ
ん
。

大
学
で
は
「
英
語
力
を
上
げ
る
と
と

も
に
国
際
協
力
に
興
味
を
持
っ
た
」

と
言
い
、
た
ど
り
着
い
た
の
が
「
Ｎ

Ｇ
Ｏ
論
」
の
授
業
で
あ
り
「
途
上
国

の
貧
困
と
開
発
研
究
」
を
学
ぶ
狐
崎

ゼ
ミ
だ
っ
た
。

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
体
験
か

ら
、
就
職
は
、
社
会
貢
献
に
力
を
入

れ
る
企
業
を
希
望
し
て
い
る
。

飯
野
さ
ん
は
高
崎
市
出
身
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
ね
る
な
ど
中

学
時
代
か
ら
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
専
大
に
入
学
し
て
、
よ
り
積

極
的
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
Ｓ
・
Ｉ
・
Ａ

（S
e
n
s
h
u

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

）
に
所
属
、
代
表

（
前
期
）
を
務
め
た
。
発
展
途
上
国
の

貧
困
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
実
態
を
学
ぼ

う
と
１
年
次
の
春
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

孤
児
院
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
運
営
す
る
学
校

な
ど
を
視
察
。帰
国
後
、川
崎
市
の
カ

リ
タ
ス
学
園
小
や
神
奈
川
県
立
ひ
ば

り
が
丘
高
生
を
前
に
発
表
会
を
開

い
た
。特
に
、プ
ノ
ン
ペ
ン
近
郊
の
ゴ

ミ
山
で
働
く
子
ど
も
た
ち
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
映
像
は
話
題
を
呼
ん

だ
。昨

夏
は
約
２
週
間
、
イ
ン
ド
・
カ

ル
カ
ッ
タ
の
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
創
設

「
死
を
待
つ
人
々
の
家
」で
、
貧
困
や

病
気
で
死
を
目
前
に
し
た
患
者
に
付

き
添
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。

「
お
別
れ
の
日
、
交
流
の
あ
っ
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
涙
な
が
ら
に
キ

ス
さ
れ
ま
し
た
。
言
葉
が
分
か
ら
な

く
て
も
人
は
通
じ
合
え
る
、
こ
の
時

に
痛
い
ほ
ど
そ
う
思
い
ま
し
た
」

ま
た
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
あ
る
東
京
・
千
代
田
区
で

心
身
障
が
い
者
の
余
暇
活
動

充
実
の
た
め
サ
ポ
ー
ト
を
１

年
次
か
ら
続
け
て
い
る
。

後
押
し
し
て
く
れ
た
の

は
、法
学
部
の
ゼ
ミ
活
動（
石

川
一
雄
教
授
）
。
国
籍
や
民

族
、
背
景
が
違
っ
た
人
た
ち

が
同
じ
視
点
に
立
ち
、
平
等

な
社
会
を
目
指
す
多
文
化
共

生
を
学
ぶ
ゼ
ミ
だ
。
「
さ
ま

ざ
ま
な
顔
か
た
ち
、
考
え
の

人
々
が
、
違
和
感
な
く
普
通

に
生
き
る
社
会
に
な
っ
た
ら

い
い
」
と
力
を
込
め
る
。

信
濃
育
英
会
の
授
与
式
は
１０
月
４

日
、
東
京
・
杉
並
区
の
信
濃
育
英
会

本
部
で
行
わ
れ
た
。
本
年
度
は
３０
大

学
５２
人
が
応
募
し
、
飯
野
さ
ん
ら
１２

人
に
授
与
さ
れ
た
。

奨
学
金
は
、
女
性
の
人
身
売
買
の

実
態
を
調
べ
る
た
め
の
ネ
パ
ー
ル
行

き
に
使
う
予
定
だ
。「
シ
ェ
ル
タ
ー
を

訪
ね
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
い
。
卒
論

と
し
て
重
い
テ
ー
マ
だ
け
れ
ど
、
そ

こ
に
横
た
わ
る
貧
困
を
、
違
っ
た
側

面
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
」。※

信
濃
育
英
会
「
明
る
い
社
会
に

貢
献
す
る
学
生
の
奨
学
制
度
」

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
社
会
貢
献
活
動
を

し
て
お
り
、
指
定
大
学
が
推
薦
し
た

中
か
ら
選
ば
れ
た
奨
学
生
に
奨
学
金

４０
万
円
を
給
付
す
る
。専
大
生
は
、０７

年
度
の
車
い
す
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

贈
る
活
動
を
続
け
る
戸
津
亜
里
紗
さ

ん（
院
文
修
１
）以
来
３
年
連
続
で
授

与
さ
れ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
国
内
外
で
行
っ
て
い
る
飯
野
瞳

さ
ん
（
法
３
）
。
財
団
法
人
・
信
濃
育
英
会
の
「
明
る
い
社
会
に
貢
献

す
る
学
生
の
奨
学
制
度
」
（
※
）
の
本
年
度
奨
学
生
に
選
ば
れ
た
。
飯

野
さ
ん
の
信
条
は
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
が
生
前
語
っ
た
「
私
の
活
動
は
大

河
の
ほ
ん
の
一
滴
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
大
河
に
は
な

ら
な
い
」
に
通
じ
る
。
「
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大
き
な
力
に
な
る
と
信

じ
て
い
ま
す
」
と
飯
野
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
語
っ
た
。

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科
の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」
（
狐
崎
知
己
教
授
）
を

受
講
し
て
い
る
塚
本
和
起
さ
ん
（
経
済
３
）
は
今
夏
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

へ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
。
途
上
国
の
人
々
の
暮
ら
し
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
取
り
組
み
を
体
験
し
た
。
「
現
地
受
け
入
れ
側

と
の
相
互
理
解
の
大
切
さ
と
共
に
、
戦
略
を
持
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
必
要
性

を
感
じ
た
」
と
言
う
塚
本
さ
ん
は
、
参
加
組
織
が
主
催
す
る
公
開
セ
ミ

ナ
ー
で
発
表
を
行
っ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
福
冨
忠
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
学
び
の
成
果
を
学
外

に
発
信
し
て
い
る
。

大
竹
恒
平
さ
ん
（
３
年

次
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
グ

ル
ー
プ
は
、
１０
月
１５
日
か
ら

１８
日
ま
で
東
京
・
秋
葉
原
で

開
か
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ニ

メ
・
コ
ラ
ボ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
２
０
０
９
に
出

展
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
ア
ニ
メ
産

業
に
お
け
る
二
次
利
用
・
商

品
化
の
売
り
上
げ
規
模
に
焦

点
を
あ
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
素

材
協
力
作
品
の
商
品
化
企
画

を
募
集
し
、
市
場
の
拡
大
を

狙
う
見
本
市
で
、
大
竹
さ
ん

ら
は
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
使
っ
て
い
る
ア
イ
テ
ム
の

可
視
化
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

登
場
人
物
が
身
に
つ
け
て
い

る
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
の
デ
ザ
イ

ン
や
機
能
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

作
品
を
展
示
し
た
∥
写
真
。

こ
の
ほ
か
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
川
崎
市
・
新
丸

子
の
和
菓
子
店
の
商
品
企
画

も
行
っ
て
い
る
。
１２
月
下
旬

に
は
販
売
さ
れ
る
予
定
。

法
学
部
３
年
次
の

金
子
翔
太
郎
さ
ん
は
、
９
月

１０
日
に
民
主
党
青
年
局
が
主

催
し
た
「O

n
e
D
a
y

国
会
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
参
議

院
）
」
に
参
加
。
そ
の
様
子

は
、
読
売
新
聞
の
夕
刊
に
掲

載
さ
れ
た
。

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
選

挙
報
道
を
見
る
の
が
好
き
だ

っ
た
と
い
う
。
開
設
２
年
目

の
政
治
学
科
に
進
み
、
現
在

は
イ
タ
リ
ア
史
の
伊
藤
武
ゼ

ミ
に
所
属
。
「
人
の
た
め
、

地
域
の
た
め
に
な
る
仕
事

を
」
と
公
務
員
を
目
指
し
て

い
る
。
「
３
年
次
の
夏
に
将

来
に
つ
な
が
る
行
動
を
し
よ

う
」
と
目
標
を
立
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
こ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
見
つ
け
た
。

当
日
は
、
長
妻
昭
・
党
政

策
調
査
会
長
代
理
（
当
時
、

現
厚
生
労
働
大
臣
・
年
金
改

革
担
当
大
臣
）
の
講
演
を
聞

い
た
の
ち
、
議
員
事
務
所
を

訪
れ
、
秘
書
や
政
策
ス
タ
ッ

フ
に
質
問
す
る
な
ど
し
て
、

業
務
の
現
場
に
触
れ
た
。
実

習
で
は
、
「
若
者
が
政
治
に

興
味
を
持
つ
に
は
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
か
」
を
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
議
論
し
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
「
学

校
な
ど
教
育
の
現
場
に
、
議

員
が
出
向
い
て
、
直
接
話
す

こ
と
で
『
政
治
』
を
身
近
に

感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
」
な
ど
と
い
っ
た
提
案
が

出
さ
れ
た
。

「
昼
食
時
に
、
江
田
五
月

参
議
院
議
長
に
声
を
か
け
て

も
ら
い
、緊
張
し
ま
し
た
が
、

政
治
の
現
場
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他

大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を

も
っ
た
学
生
と
議
論
し
た
経

験
が
自
信
に
な
り
、
後
期
か

ら
の
ゼ
ミ
活
動
に
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
る
。

「
出
口
設
定
し
た
活
動
を
」

▲ ジェトロファの苗木を植樹する

環
境
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ツ
ア
ー
に
参
加

学びの成果を学外に発信

▲ 手前から大竹さん、清田祥平さん、

石橋広紀さん

塚
本

和
起
さ
ん

経

済
３

▲ レロロジャ村の

村長と一緒の塚

本さん（右）

「「ＯＯｎｎｅｅＤＤａａｙｙ国国会会イインンタターーンンシシッッププ」」にに参参加加

他
大
学
生
と
の
議
論
が
自
信
に

金
子
翔
太
郎
さ
ん
（
法
３
）

飯
野

瞳
さ
ん

法

３

▲ カンボジアの子供たちと

▲ 信濃育英会授与

式であいさつす

る飯野さん

人
が
普
通
に
生
き
る
社
会
を

国
内
外
で
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（６）２００９年（平成２１年）１１月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７０号


